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○開催日程
平成29年

平成30年

〇講習内容
「個々の生存技術」STCWコードA部の表A6-1-1より以下の項目

．1 救命胴衣の着用
．2 イマーションスーツの着用と使用（オプション）
．3 高所から海中への安全な飛び込み
．4 救命胴衣着用時の反転した救命いかだの復正
．5 救命胴衣を着用して泳ぐこと
．6 救命胴衣を着用しないで浮いていること
．7 救命胴衣を着用して水中から救命いかだに乗り込むこと
．8 生存の可能性を向上させるために救命いかだの上で初期行動を行うこと
．9 シーアンカーの使用
．10 救命いかだの備品の操作
．11 無線設備を含む位置を知らせる装置の操作

「防火と消火オプション付」STCWコードA部の表A6-1-2より以下の項目
．1 各種持運び式消火器の使用
．2 自蔵式呼吸具の使用（オプション）
．3 小規模火災の消火（例えば、電気火災、油火災、プロパン火災）
．4 大規模火災の水による噴射及び噴射ノズルを用いた消火
．5 泡、粉末又は他の適切な化学薬剤による消火
．6 高発泡率の泡が注入された区域への呼吸具を装着することなく命綱だけでの侵入及び通過
．7 煙の充満した閉鎖区域における自蔵式呼吸具を装着しての消火活動（オプション）
．8 炎及び大量の煙の充満した居住区又は模擬機関室内における霧状水又は他の適切な消火剤による消火
．9 霧放射器及び噴霧ノズル、乾燥化学薬品粉末又は泡放射器による油火災の消火
．10 煙の充満した区域において呼吸具を装着しての救助の実施（オプション）

○講習時間
1日目 「個々の生存技術（オプション付）」 ～
2日目 「防火と消火（オプション付）」 ～
（九州地区ではオプション付のみ開催致します。）

○開催場所・定員
日本サバイバルトレーニングセンター【定員：22名】

〒804-0076　北九州市戸畑区銀座2丁目6番27号日本水産ビル4階

○受講申込方法
●受講申込書（所定の用紙）
●船員手帳　第２表及び第３表の写し（顔写真、氏名生年月日等記載ページ）
●講習参加に関する同意書（所定の用紙）
●健康状態申告書（所定の用紙）

上記4点を、郵送・FAX・e-mailのいずれかにより、下記申込先まで申し込んでください。

○受講申込受付締切日
各講習初日の2週間前

STCW条約第6章基本訓練（九州地区開催）
平成29年度7月～3月開催のご案内

7月 18～19日 8月 17～18日 9月 25～26日

3月 12～13日
10月 17～18日 11月 27～28日 12月 18～19日
1月 15～16日 2月 5～6日

13:00 17:30
8:30 17:30
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○授業料等　合計152,080円
〈内訳〉
●授業料
「個々の生存技術（オプション付）」 【消費税及び地方消費税相当額を含む】
「防火と消火（オプション付）」 【消費税及び地方消費税相当額を含む】

●交通費

●昼食について

○支払い方法

○最少催行人数について

○その他

○申込・問合せ先
〒659-0026 兵庫県芦屋市西蔵町12-24
独立行政法人海技教育機構　海技大学校　学務部　企画運営調整課

0797-38-6235/6217 0797-32-5955
contact-kikaku-kaidai@jmets.ac.jp

69,660円

e-mail

79,920円

当講習九州地区開催では、集合場所から実技実施場所までこちらが用意するタクシーで移動していただきま
す。交通費は一律お支払いいただきます。（一律2,100円）

2日目講習実施場所周辺には飲食物を購入する店舗、飲食店等は一切ございません。こちらでお弁当を用意致
しますが、アレルギー等お持ちの方はご自身で持参いただきますようお願い致します。なお、お弁当を不要と
された場合でも、昼食代の返金はございませんので、あらかじめご了承下さい。（1食400円）

「会社（会社一括払い）」または「本人（受講者本人払い）」を選択し、受講申込書に記載下さい。経費の
お支払いは、後日送付の請求書等の内容をご確認の上、指定期日までにお振り込み下さい。

諸事情により受講できなくなった場合は、速やかにキャンセルの連絡をお願いいたします。
キャンセルが講習直前である場合は、キャンセル料が発生する場合があります。

TEL FAX

最少催行人数は8名となっております。催行人数に満たない場合は、講習が中止となる可能性がございます。
その際には会社担当者または本人にご連絡いたしますので、何卒ご了承下さい。


	セット（北九州）

